


　そこで、来年度から、これまでの住民健診から新しくメタボリックシンドロームを予防するための特定健診・

保健指導になります。健診によってメタボの方やその予備軍を見つけ出し、改善と予防に向けてより積極的なア

ドバイスとサポートを行います。
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メタボメタボ

【お問い合わせ】　保険課　☎９４５－４７９１（内線151）　ＦＡＸ９４４－６５５１
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健やかライフの過ごし方

情報提供

情報提供＋③へ

健やかライフの過ごし方
＋

サポートのご案内

　前号でお伝えしたように、西原町は確実にメタボの町へ突き進んでいますが、皆さんの中には太っているけど、
今は元気だから問題ないと思っている方いらっしゃいませんか？まずは下図をみてください。

　どちらも50代で生活習慣病を発病した２人の健診データです。30代から「肥満」になり、40代で次々と異常
が重なり「メタボ」が進んでいます。しかし自覚症状はなく、特に生活を変えないでいたところ、脳梗塞、心筋
梗塞といった命に関わる病を発病しました。

　生活習慣病は「肥満」から始まる「メタボリックシンドローム」と深い関係があることがわかってきました。
しかし上図にあるように、従来の健診・保健相談はいろんな病気を発見しようということを主に行ってきたた
め、メタボ対策には足りない部分がありました。

～新しい健診・保健指導のイメージ～

身体
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○△健診センター

血液
検査

尿
検査
他

（生活習慣病健診・保健指導の在り方に関する検討会　尼崎市野口緑氏提出資料より一部改変）
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１日１万歩を目指そう！

間食や揚げ物は控えめに

日頃の運動と食事制限で

血糖をコントロール！
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高脂血症

糖尿病

メタボの段階、個人の
生活に合わせたサポート
を行います

大きな病気を未然に
予防します！

健診結果によって

サポートが変わります
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メタボ悪化を防止！

糖尿病 心臓病 脳卒中

｛

１．メタボの恐さは自覚症状がないこと！３．メタボに着目し予防重視の健診へ

２．メタボ対策には不十分？従来の健診・保健指導

メタボのリスクが高く
なっています。 高尿酸

心電図の異常
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高LDL（コレステロールとり過ぎ）
低HDL（脂肪分とり過ぎ）
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高中性脂肪（脂肪分とり過ぎ）

高中性脂肪（脂肪分とり過ぎ）

肥満（カロリーオーバー＆運動不足）

肥満（カロリーオーバー＆運動不足）

自覚症状なし
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【お問い合わせ：保険課　☎９４５－４７９１】

平成20年4月から
75歳未満の方の

医療制度が変わります！！

平成20年4月から
75歳未満の方の

医療制度が変わります！！

平成20年4月から
75歳未満の方の

医療制度が変わります！！

農業体験！

カレープロジェクト参加
者募集！

農業体験！

カレープロジェクト参加
者募集！

農業体験！

カレープロジェクト参加
者募集！

どんな体験をする

応募方法

じゃがいも、にんじん、たまねぎを植付けから

収穫まですべて体験します。収穫した野菜を

使ってカレー作りもします。自分で育てた野

菜で作ったカレーはきっとおいしいはず！

みんなで参加しよう！

対象者：町内外の親子で最後まで参加できる方

料　金：１人500 円（カレー代金込）

募集人数：50 人程度

申込期間：平成19 年10 月19 日（金）まで

申込み先：西原町役場産業課（担当：谷久保）

　　　　　☎945-4540　FAX945-4580

プロジェクトスケジュール

（生育状況により変更があります）

10月27日（土）植付け

※町中央公民館に午前９時集合

11月下旬　１回目の土寄せ

１月下旬　２回目の培土　めかき

３月中旬　 収穫・カレーパーティー

◎お子様の病院等受診時の自己負担割合（２割）の年齢が引き上げられます。

◎７０歳から７４歳までの方の病院等受診時の自己負担割合が増額されます。

◎７０歳から７４歳までの一般世帯の方の自己負担限度額が増額されます。

◎新たに０歳から７４歳までの方に、後期高齢者支援金が課されます。

◎国保加入者が６５歳以上の方のみの世帯は国民健康保険税の年金天引きが始まります。

◎療養病床入院時の「食費・居住費」負担の対象年齢が変わります。

◎高額医療・高額介護合算制度が新設されます。

◎従来の住民健診・人間ドック等に代わり、国保加入者を対象とした健診制度になります。
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　「第6回全日本ビーチバレージュニア男子選手権大会」（8月4日～7日開催・大阪府）で、県代表

として出場していた西原高校バレー部の西新田雄平・安次富寛成組が決勝戦で粘りをみせ、接戦

の末、見事優勝しました。また、同校の島袋響・山城範起組は3位でした。

　8月27日に役場を訪れ、優勝報告をした西新田さんは「充実した施設と、周りで支えてくれた人

たちのおかげ。他の部活にも刺激になってくれればいい」と感謝を述べ、安次富さんは「恵まれた

環境のおかげで優勝できたと思う。後輩にも伝統を伝えていきたい」と話していました。

　同校は今大会の優勝で、2年連続3回目の全国制覇となります。

　町立図書館は、開館3周年を記念して8月21日、前副

知事の牧野浩隆氏を講師に「沖縄問題雑感～沖縄県副知

事の経験を通して～」と題し、講演会を開きました。

　牧野氏は「基地問題の理念闘争は、絶えず経済問題

で中断されている。基地と振興策はリンクしている

ため、今後の振興策をどう使うか、保障をどう活用す

るかが大切」など持論を話していました。

　下水道事業に対する理解の高揚と接続率の向上を

図るため、西原町、南城市、与那原町、中城村で構成さ

れる中城湾南部流域下水道促進協議会（会長・古謝景

春南城市長）は9月10日、「下水道の日」にちなんで、車

両広報パレードを行いました。

　パレードは、南城市を出発し、与那原町、西原町を

経由して中城村まで行われ、地域住民に下水道の重

要性をピーアールしました。

　8月20日に熊本県で決勝が行われた「第9回大阿蘇

旗学童軟式野球大会」で、町内の児童らで構成してい

る「東リトルスピリッツ」（大城悟監督）が準優勝しま

した。

　8月23日、報告に町役場を訪れた福山朝彦キャプテ

ンは「決勝戦の相手は津覇小（中城村）で県勢同士の

対戦となり、負けてしまったが、楽しい試合だった。

いい出来だったと思う」と満足そうに話していまし

た。

　町内の戦争遺物をとおして、戦争の悲惨さを考え

ようと「西原の戦争遺物展」（8月9日～22日・町主催）

が町立図書館エントランスホールで開かれ、大人か

ら子どもまで多くの人が訪れました。

　一つ一つ熱心に遺物を見ていた成田真幸さんは

「北海道出身で沖縄戦を知らないので、興味を持って

見にきた。戦争体験者が少なくなって風化しがちな

今、戦争を体験していない世代に戦争の悲惨さを伝

えていった方がいい」と話していました。

ビーチバレージュニアで日本一！！

西原町の下水道接続率は31％町立図書館開館3周年記念講演会 西原の戦争遺物展を開催東リトルスピリッツが大阿蘇旗学童軟式野球大会で準優勝

話題話題
まちのまちの

戦争について考えさせられた戦争遺物展東リトルスピリッツの選手と関係者のみなさん町役場で行われたパレード中継式の様子熱心に聞き入る参加者ら。枠内は牧野浩隆氏

　町とNPO法人西原町人つくり支援の会（大城進一理事長）が実施した「平成19年度海外短期留

学派遣事業」の留学生による帰国報告会が8月23日、町立図書館で行われました。

　ハワイで約2週間の短期留学を終えた10人の生徒は「迷子になった」「ご飯に塩をかけるので

びっくり」というハプニングや、「ホストファミリーは優しく、何度も丁寧に英語を教えてくれ

た」「ハワイの人たちは知らない人にも優しく声をかける」「パーティに浴衣を着た」など楽しい

思い出を、英語を交えながら報告しました。

　また「最初聞き取れなかった英語も簡単なものが聞き取れるようになって嬉しい」「成長した

のはコミュニケーション」「お金の使い方を学んだ」「両親に甘えていたことがわかった」など、成

長した様子がうかがえる発表となりました。

私たちハワイで成長しました！

帰国報告会での発表の様子

おお あ　そ　き

ビーチバレージュニアで優勝した安次富寛成さんと西新田雄平さん（左から）

決勝戦の様子
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平成19年度西原町平成19年度西原町

松  田  優  一

野 崎  由梨華

（西原小学校４年生）

（坂田小学校４年生）

野崎由梨華さん
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一
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小
学
校
）

▽
「
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
る
と
」

　
宜
保
ほ
の
か
（
坂
田
小
学
校
）

▽
「
だ
い
じ
な
水
は
命
」

　
山
里
　
千
冬
（
坂
田
小
学
校
）

▽
「
く
ろ
う
し
て
作
っ
た
水
を
大
切
に
」

　
仲
里
　
柊
（
坂
田
小
学
校
）

▽
「
働
き
者
の
水
」

　
本
村
　
茉
珠
美
（
坂
田
小
学
校
）

▽「
こ
ま
め
に
止
め
よ
う
！
大
切
な
水
」

　
石
原
　
涼
（
西
原
小
学
校
）

▽
「
水
は
、
命
。
命
に
、
か
か
わ
る

　
し
ん
ぴ
の
水
」

　
平
良
快
斗
（
西
原
小
学
校
）

▽
「
い
っ
て
き
の
水
で
も
大
切
に
！

　
水
は
生
活
の
み
な
も
と
」

　
金
城
道
人
（
西
原
小
学
校
）

▽
「
節
水
す
れ
ば
、
地
球
が
か
わ
る
」

　
榮
　
小
春
（
西
原
東
小
学
校
）

▽「
命
を
す
く
う
水
。命
の
よ
う
な
水
。」

　
宮
良
　
真
理
子
（
西
原
南
小
学
校
）

▽
「
お
風
呂
で
は
　
こ
ま
め
に
止
め

　
よ
う
　
美
ら
水
を
」

　
西
平
美
鈴
（
琉
球
大
学
附
属
小
学
校
）

▽
「
だ
め
！
だ
め
！
だ
め
！
水
の
出

　
し
す
ぎ
。
」

　
宮
城
百
華
（
琉
球
大
学
附
属
小
学
校
）

▽
「
水
は
か
ぎ
ら
れ
た
し
げ
ん
。
大

　
切
に
使
お
う
」

　
西
野
勇
志
（
坂
田
小
学
校
）

▽
「
大
切
に
　
僕
ら
の
水
は
　
命
水
」

　
下
地
祐
輔
（
坂
田
小
学
校
） 

の  

ざ
き
　
　
　 

ゆ
　
り
　
か

「
水
の
だ
し
っ
ぱ
な
し
は
　
じ
ゃ
口

　
が
お
こ
る
」

野
崎
　
由
梨
華
（
坂
田
小
学
校
）

「
平
成
十
九
年
度
西
原
町
水
道
週
間

作
文･

標
語
」
の
表
彰
式
が
九
月
五

日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
水
道
週
間
事
業
の
一
環

と
し
て
町
内
の
小
学
校
四
年
生
を
対

象
に
、
限
り
あ
る
水
資
源(

上
水
道)

に
つ
い
て
訴
え
る
作
文
と
標
語
を
募

集
し
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
れ
た

作
品
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
最
優
秀
受
賞
作
品
は
、
今
後
約
一

年
間
に
わ
た
り
西
原
町
の
水
道
事
業

関
係
の
横
断
幕
や
懸
垂
幕
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
町
民
の

意
識
啓
発
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　町内と近隣市町村の教職員を対象に資質向上研修

の一環として、8月17日、教育講演会（西原町・中城村・

北中城村教育委員会主催）が、中城村吉の浦会館で行

われました。

　前半では、垣花教育長が文学碑の琉歌をわかりや

すく解説し、琉歌毎の生演奏と舞踊で、参加者は伝統

芸能音楽の魅力を堪能しました。後半では、友利成寿

氏（県教育庁総務課主任指導主事）が、教育改革の動

向と本県の取り組みについて講演しました。

　JAおきなわ西原支店（大城誠一支店長）及び町内出

張所が、子どもがいつでも助けを求められ安全な場

である「子ども110番の家（旧太陽の家）」として、浦添

警察署・浦添地区防犯協会より委嘱されました。

　委嘱を受けた大城支店長は「子ども達の登下校の

安全安心に一役担いたい」とあいさつ。

　今回の委嘱により「子ども110番の家」は、町内で

201箇所となります。

町内のJAおきなわが「子ども110番の家」に 教職員の資質向上をめざして

琉歌を解説する垣花教育長

　次代を担う子どもたちに、郷土芸能を身近なものとして親しんでもらう機会を提供し、琉球古

典音楽界を担う新人を育てることを主眼とした「野村流伝統音楽協会賞」（8月5日開催・南城市）

に町内の小・中学生で構成するサークル「子ども三線ひやみかち」から、琉楽奨励優秀賞が3名、琉

楽奨励新人賞が12名と、計15名の受賞者が出ました。

　教師の當間清子さんは「週1回の練習量で、これは大変快挙。また、父母の協力体制、周りの支え

があってこその合格」と褒め称えました。當間さんに手紙を出すほど嬉しかったという中山可南

子（西原東小5年）さんは、「新人賞に合格してとても嬉しかった。たくさんの曲を習って、もっと

頑張りたい」と受賞に喜びいっぱいでした。

サークル「子ども三線ひやみかち」から琉楽奨励賞15名受賞！
りゅう がく しょう れい

サークル「子ども三線ひやみかち」のみなさん

左から北川秀行浦添署長、大城支店長、与那嶺勇市西原与那城出張

所長、安座間賀江坂田出張所長、山本英吉浦添地区防犯協会長
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平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
決
算
額
を
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
収
入
で
八

十
九
億
円

(

前
年
度
比
○
・
三
％
減

)

、

支
出
で
八
十
七
億
三
千
万
円

(

前
年
度

比
○
・
九
％
減)

と
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
支
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
、
支
出
の
抑
制
に
よ
り
約
一

億
五
千
六
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
　
収
入
で
は
、
銀
行
等
か
ら
の
借
入
金

が
八
千
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
翁
長
棚
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
整

備
の
終
了
、
東
崎
都
市
緑
地
整
備
事
業

の
事
業
費
減
に
よ
り
、
借
入
額
が
減
っ

た
た
め
で
す
。

　
支
出
で
は
、
児
童･

老
人･

障
害
者
項

目
で
、
国
民
健
康
保
険
会
計
へ
の
操
出

金
を
抑
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
一
億
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
教
育
に

係
る
経
費
は
、
西
原
中
学
校
改
造
防
音

工
事
費
の
増
や
、
坂
田
幼
稚
園
園
舎
改

築
事
業
な
ど
に
よ
り
一
億
五
千
万
円
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
八
年
度
に
町
が
行
っ
た

事
業
で
ど
れ
だ
け
の
成
果
が

あ
っ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
、
主
要
な
施
策
ご
と
に

指
標
を
設
定
し
、
十
七
年
度

と
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
七
年
度
と
比
較
し
て
好

転
し
て
い
る
項
目
は
、
い
い

あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
参
加
人

数
、
保
育
所
待
機
児
童
数
や

町
税
の
徴
収
率
な
ど
十
三
項

目
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
指
標
の
数
値
が
後

退
し
た
も
の
と
し
て
、
児
童

館
利
用
者
数
、
基
本
健
康
診

査
受
診
率
な
ど
十
二
項
目
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
指
標
の
改
善
に
向

け
て
様
々
な
取
り
組
み
を
お

こ
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
指

標
の
向
上
に
は
、
行
政
だ
け

の
取
り
組
み
で
は
改
善
が
困

難
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平成１８年度

決算
報告

一 般 会 計・・・・税金を収入に教育や福祉、道路や公園整備など西原町の基礎的な行政サービスを行う会計

特 別 会 計・・・・保険料や使用料など特定の収入で特定の事業を行う会計

前年度との比較

前年度との比較

指
標
で

町
政
を

チ
ェ
ッ
ク
！９．主要施策の成果指標一覧表

音楽祭、平和学習等を行いました。

○ミニデイサービスは、実施地区が１地区増えたため、参加人数が増え

ています。（現在２７地区で実施）

○保育所待機児童数は昨年、認可外保育園が２園廃止となったため、

認可保育園への申込者が増えています。

○介護サービスを受けた方一人当たり月平均給付費は、入所及び通所

時における食費と居住費が保険給付の対象外になったため、減となり

ました。

○H17年度の基本健康診査受診率は、県平均で28.5%（全国平均は

43.8%）となっており、本町では健康への関心が高いことが伺えます。

○町民一人当たりの年間医療費では、特に高齢者分の医療費が伸びて

います。

○75歳以上の方の年間医療費は、特に入院費が伸びていることから、

重度になってから病院にかかる方が多くなっていることなどが要因で

はないかと考られます。

○道路改良率は増減なしです。【県平均は61.3％（平成18年3月31日現

在）】

○人口一人当たりの公園面積は増減なしです。【県平均は10.2（平成18

年3月31日現在）】

○下水道接続率は前年度より伸びています。【公共下水道の県内町村

平均は74.9％（平成18年3月31日現在）】

○不登校児童生徒数は、年々多様化し、増加傾向にあります。教育相

談員を３名配置し、家庭や地域と連帯を図りながら対応しています。

○町立幼稚園では、「預かり保育」「２年保育」を実施し、子育て支援

の向上に努めています。

○町民一人当たりの図書貸出件数は前年度と同じ8.1冊です。（1年間の

入館者数は186,981人）

干ばつによる影響で、生産量は減となりました。

1年間で272人（0.8％）の増

委員会・審議会等における女性登用は、県内市町村平均登用率

（23.3％）を9.9ﾎ ｲ゚ﾝﾄ上回っています。

地域行事、西原南小学校一日体験入学、世界のウチナーンチュ大会へ

も参加しました。

ＮＰＯ（９団体）、社会福祉協議会に登録しているボランティア団体

（52団体）です。

　小波津川監視カメラ等ホームページのコンテンツを充実させたこと

によりアクセス数が増えています。

※千単位未満は切捨処理し、表示しています

○町税の徴収率は、1.3ポイント上昇しました。

○町民一人あたりの行政コストは、支出総額が減ったことにより減額

となりました。

○町民一人当たりの負債額は、これまで整備した道路、公園、学校等

公共施設の借入額返済により増加傾向にあります。

お問い合わせ先：財政課（山城）  ☎945－5029　fax946－6086
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9月15、16日に行われた「第28回西原町陸上競技大会」の結果及び、夏季総合の成績は

次のとおりです。

第28回 西原町陸上競技大会成績表第28回 西原町陸上競技大会成績表第28回 西原町陸上競技大会成績表

陸上男子　優勝　翁　　長　　２位　我　　謝　　３位　小 波 津

陸上女子　優勝　内間団地　　２位　上　　原　　３位　翁　　長

陸上総合　優勝　翁　　長　　２位　上　　原　　３位　棚　　原

夏季総合　優勝　翁　　長　　２位　与 那 城　　３位　内間団地

ありがとう！愛のボランティア活動
《西原マリンパークでの清掃》
8月 18日　きらきらウタふ実行委員　６名
8月 18日　スターバックスコーヒー沖縄西原シティ支店（店長・樽古和美）　7名
9月 2日　株式会社大成ホーム（代表取締役社長・喜名奎太）　約 60名
皆様のボランティア清掃活動により、訪れる方が気持ちよく利用できています。

献血、骨髄バンクドナー登録へのご協力ありがとうございました
8月16日に町役場駐車場で行われた献血（町商工会青年部主催）で、400ml献血者89名、200ml献血者1名の総献血
者数90名の方が、献血に協力してくださいました。また、同日行われた骨髄バンクドナー登録にも15名の方が登録し
てくださいました。これからもご支援、ご協力をよろしくお願いします。

赤い羽根共同募金のお願い
｠｠赤い羽根をシンボルとした赤い羽根共同募金運動が10月から12月までの3ヵ月間、全国一斉に展開されます。
　皆様から寄せていただいた募金は、身近な西原町内の社会福祉事業のために地域で活かされるとともに、県内福
祉施設等で有効に使われます。本年度も西原町内の各世帯、事業所、職場、学校等において赤い羽根共同募金への
協力依頼がありましたら、ご協力の程よろしくお願いします。　
【お問合わせ】西原町社会福祉協議会内　ＴＥＬ９４５－３６５１ （担当・前田）

一般男子

種　　　　　目 １位
氏　名

３０代

４０代

５０代

６０代

年齢別

女子

小学生

中学生

【各競技１位から３位までの成績】

100ｍ
 
200ｍ
 
400ｍ
 
800ｍ
 
1500ｍ
 
5000ｍ
 
10000ｍ
 
４×100ｍＲ
 
４×400ｍＲ
 
走り高跳び
 
走り幅跳び
 
三段跳び 
 
砲丸投げ 
 
円盤投げ 
 
ヤリ投げ 
 
100ｍ
 
1500ｍ
 
走り高跳び
 
走り幅跳び
 
砲丸投げ 
 
円盤投げ 
 
100ｍ
 
800ｍ
 
走り高跳び
 
走り幅跳び
 
砲丸投げ 
 
円盤投げ 
 
100ｍ
 
砲丸投げ 
 
100ｍ
 
４×100ｍＲ

100ｍ
 
200ｍ
 
400ｍ
 
800ｍ
 
４×100ｍＲ
 
走り高跳び
 
走り幅跳び
 
砲丸投げ 
 
円盤投げ 
 
ヤリ投げ 
 

100ｍ（５年男子）
 

100ｍ（５年女子）
 

100ｍ（６年男子）
 

100ｍ（６年女子）
 
600ｍＲ（男子）
 
600ｍＲ（女子）
 

走り高跳び（男子）
 

走り高跳び（女子）
 

４×200ｍＲ（混合）
 

ジャベリックスロー（男子）
 

ジャベリックスロー（女子）

喜納　昌俊（上原）12.20 秒 

小橋川博人（我謝）24.60 秒 

新垣　徹治（我謝）55.60 秒 

上地　優輝（上原）02:33.70 分 

徳島　　聖（小波津団地）04:51.40 分 

宮城　史也（我謝）17:27.00 分 

天久　久志（翁長）35:31.00 分 

翁長チーム（翁長）50.90 秒 

翁長チーム（翁長）03:58.30 分 

城間　徹弘（西原ハイツ）1.70 ｍ 

城間　徹弘（西原ハイツ）5.80 ｍ 

与那嶺宏樹（小波津）10.39 ｍ 

惣慶　弘希（内間団地）10.85 ｍ 

川村　聰次（棚原）22.95 ｍ 

根神　一行（幸地）8.59 ｍ 

与那嶺善昭（幸地）12.50 秒 

城間　敏昭（平園）04:44.30 分 

小橋川　茂（津花波）1.40 ｍ 

与那嶺善昭（幸地）4.98 ｍ 

新垣　　覚（我謝）8.48 ｍ 

小波津勝宏（小波津）25.97 ｍ 

知念　　靖（上原）13.40 秒 

小島　　進（上原）02:26.40 分 

安里　勝正（兼久）1.55 ｍ 

小波津英勝（小波津）4.93 ｍ 

金城　紀勝（兼久）8.91 ｍ 

比嘉　　靖（棚原）29.30 ｍ 

金城　　薫（我謝）13.80 秒 

新川　重之（小那覇）8.74 ｍ 

川端　三雄（小那覇）大会記録タイ 14.00 秒

小那覇チーム（小那覇）55.20 秒 

新垣　貴雄（翁長）12.60 秒 

新垣　海穂（翁長）25.50 秒 

東江　　航（津花波）61.50 秒 

稲福　　寛（翁長）02:36.50 分 

宮城　史也（我謝）04:51.70 分 

大田　喜久（翁長）17:39.00 分 

當真　大和（翁長）37:26.00 分 

幸地チーム（翁長）51.30 秒 

上原チーム（上原）04:07.40 分 

与那嶺勇樹（小波津）1.65 ｍ 

与那嶺勇樹（小波津）5.35 ｍ 

玉那覇裕亮（我謝）9.68 ｍ 

川村　聰次（棚原）9.20 ｍ 

大城　　竜（内間）20.93 ｍ 

喜屋武　尚（小橋川）34.38 ｍ 

金城　健二（我謝）12.90 秒 

山入端　毅（徳佐田）05:19.80 分 

安里　　勉（棚原）1.40 ｍ 

前田　忠久（兼久）4.96 ｍ 

伊集　　悟（津花波）8.39 ｍ 

真栄城　哲（翁長）23.57 ｍ 

新垣　正男（美咲）13.70 秒 

白尾　公明（平園）02:39.70 分 

平安　恒順（上原）1.27 ｍ 

安里　勝正（兼久）4.81 ｍ 

東江　　建（津花波）8.42 ｍ 

東江　　建（津花波）26.31 ｍ 

金城　辰美（平園）14.20 秒 

狩俣　　實（小橋川）8.55 ｍ 

波平　常隆（平園）14.60 秒 

翁長チーム（翁長）55.70 秒 

糸数　敏幸（小波津）13.30 秒 

東江　　航（津花波）25.70 秒 

太田　喜久（翁長）63.00 秒 

新垣　勇介（与那城）02:37.30 分 

稲福　　寛（翁長）05:13.40 分 

谷久保達弥（与那城）17:53.00 分 

谷久保達弥（与那城）39:45.00 分 

上原チーム（上原）51.50 秒 

我謝チーム（我謝）04:08.50 分 

新垣　　譲（我謝）1.60 ｍ 

玉那覇裕亮（我謝）4.99 ｍ 

又吉たくみ（内間団地）9.56 ｍ 

与那嶺裕也（幸地）8.65 ｍ 

新垣　恒弥（我謝）20.53 ｍ 

伊波　　隆（美咲）31.66 ｍ 

崎原　和廣（翁長）13.50 秒 

下地　和隆（棚原）05:26.90 分 

神谷　厚仁（小波津）4.80 ｍ 

田尻　雄三（西原ハイツ）8.35 ｍ 

田尻　雄三（西原ハイツ）21.49 ｍ 

小波津英勝（小波津）14.10 秒 

玉那覇　毅（我謝）02:46.10 分 

城間　　昇（棚原）1.20 ｍ 

新里　雅哉（小那覇）4.38 ｍ 

喜納　昌勝（上原）8.14 ｍ 

小橋川生三（我謝）23.34 ｍ 

新川　善勝（小那覇）14.50 秒 

比嘉　　昂（棚原）8.37 ｍ 

小禄　良一（西原台団地）15.10 秒 

平園チーム（平園）55.90 秒 

郷　智恵美（平園）15.10 秒 

郷　智恵美（平園）33.30 秒 

小谷　静香（棚原）86.70 秒 

平良　友恵（翁長）03:55.70 分 

上原チーム（上原）65.10 秒 

神谷　恒子（内間団地）1.10 ｍ 

玉城友希野（兼久）3.20 ｍ 

上里亜矢乃（西原ハイツ）7.83 ｍ 

平良　美幸（与那城）20.08 ｍ 

上里亜矢乃（西原ハイツ）27.47 ｍ 

大城　友人（平園）15.70 秒 

糸数　夏奈（上原）16.60 秒 

比嘉　汰市（幸地）15.30 秒 

小波津　南（小波津）16.30 秒 

上原チーム（上原）112.90 秒 

坂田高層チーム（坂田高層）119.20 秒 

宇良　　淳（小波津団地）1.20 ｍ 

山里　麗奈（小波津団地）1.05 ｍ 

幸地チーム（幸地）127.60 秒 

諸喜田　玲（小那覇）38.94 ｍ 

仲本ももこ（坂田高層）35.05 ｍ 

知念　加代（与那城）15.50 秒 

奥間　優子（上原）33.70 秒 

稲福　京子（翁長）97.60 秒 

伊差川もえ子（内間団地）05:09.80 分 

棚原チーム（棚原）68.70 秒 

玉城　典子（兼久）1.05 ｍ 

山里　勤子（与那城）3.19 ｍ 

仲野アキノ（兼久）7.80 ｍ 

大城由美子（内間団地）18.56 ｍ 

平良　美幸（与那城）21.22 ｍ 

宮平　海飛（美咲）16.40 秒 

成田　瑞希（坂田高層）17.00 秒 

知念　明人（与那城）15.50 秒 

佐和田智沙（兼久）16.60 秒 

美咲チーム（美咲）113.30 秒 

与那城チーム（与那城）120.90 秒 

与那城拓実（与那城）1.20 ｍ 

仲間　萌香（棚原）1.00 ｍ 

内間団地チーム（内間団地）131.50 秒 

安里　純一（坂田高層）33.83 ｍ 

小波津梨奈（小那覇）17.92 ｍ 

白井亜沙子（棚原）16.00 秒 

金城　幸奈（与那城）35.90 秒 

屋良　陽子（上原）126.90 秒

翁長チーム（翁長）69.00 秒 

碩　　幸子（上原）1.05 ｍ 

比嘉ちひろ（西原ハイツ）3.18 ｍ 

大城由美子（内間団地）7.25 ｍ 

仲野アキノ（兼久）17.23 ｍ 

野原　恵子（内間団地）14.45 ｍ 

伊良部優介（幸地）17.00 秒 

新里　七世（平園）17.30 秒 

玉城　尚人（兼久）16.10 秒 

徳田真奈美（与那城）16.90 秒 

坂田高層チーム（坂田高層）114.00 秒 

棚原チーム（棚原）122.50 秒 

玉城　尚汰（兼久）1.05 ｍ 

佐和田智沙（兼久）0.95 ｍ 

翁長チーム（翁長）132.00 秒 

仲泊　　颯（棚原）32.28 ｍ 

新垣芳志乃（美咲）15.97 ｍ 

〈お問い合わせ〉西原町体育協会　☎ 945-8095　fax 945-8096

レストラン

人気商品

カントリーオリジナル

マンゴーフラッペ
〒901-2133 浦添市城間4-24-2

TEL 098－876－3171㈹ FAX 098－879－9663
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町民の方

20歳（子宮がん）30歳（乳がん）以上の女性

H19.4.2

心の病回復者

H16.6.13

H19.4.2

H18.3.20

３ヶ月

20歳（子宮がん）30歳（乳がん）以上の女性

H19.4.2

心の病回復者

３ヶ月

H19.4.2

心の病回復者
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H16.7.10
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H18.4.17
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７歳半

H19.6.10

H16.8.7

西原マリンパーク軽スポーツ広場

中央公民館

中央公民館

社会福祉センター

中央公民館

社会福祉センター

中央公民館

沖縄県総合保健協会

中央公民館

坂田児童館

社会福祉センター

中央公民館

西原町図書館

社会福祉センター

中央公民館
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大広間

ホール・控室

ホール

プレイルーム

休養室

ホール

休養室

ホール・控室・和室

8:30

13:30

13:30

15:00

13:30

13:30

13:30

15:30

13:30

10:00

15:00

13:45

13:30

15:00

13:30

9:00

14:30

14:15

14:15

16:00

14:30

15:00

14:15

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

10
月
保
健
事
業

10
月
保
健
事
業

※保健事業カレンダーでは、健康フェスタの開催は10月6日（土）となっていましたが、10月７（日）のウォーキング大会と11月18日（日）の食育フォーラムへ変更と

なりますので、ご注意下さい。

＜お問い合わせ＞　健康衛生課　1 945－5013　FAX 944－6551

老化予防(アンチエイジング)について老化予防(アンチエイジング)について いきいき健康フェスタ2007いきいき健康フェスタ2007いきいき健康フェスタ2007

西原町食育フォーラム

西原町ウォーキング大会開催西原町ウォーキング大会開催西原町ウォーキング大会開催
健康フェ

スタ第１
弾

健康フェ
スタ第１

弾

自分の健康は自分で作ろう！

　近年、沖縄県では昔から地域で育まれてきた食文化が失われつつあり、一方で栄養の偏りや栄養過多、それに運

動不足も加わり、肥満や生活習慣病が増加していることから、食生活の見直しと改善が求められています。

　町では平成17年度より「西原町食と農の推進協議会」を立ち上げ、健康づくりと農業の立場から、食育の推進を

図ってきました。

　そこで、今回はさらなる食育の普及発展につなげるため、いきいき健康フェスタ2007第2弾として、「食育フォー

ラム」を開催します。この機会にみなさんも食育について考えてみませんか？

　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

■日　時　平成19年11月18日（日）
　　　　　午前9時30分開始（9時受付）
■場　所　西原南小学校　体育館
■参加料　無料
■対象者　町内外の一般の方、保育士、教諭、栄養士、
　　　　　農業関係者等で現在食育に携わっている
　　　　　方及び、食育に興味のある方　
※駐車場スペースに限りがありますので、公共の交
通機関等をご利用ください。　　

　会場内で、各種団体の活動内容の掲示や、食育

キャンペーンの受賞作品、地域の特産品・農作物の

展示等を行ないます。

★食育キャンペーン受賞作品展示

★フォーラムパネリストの活動内容掲示

★西原町食と農の推進協議会活動内容掲示

★西原町食生活改善推進員活動内容掲示

★地域の特産品、農作物紹介

〈掲示コーナー〉

プログラム（予定）

日時  10月7日（日）午前8：30集合

西原マリンパーク軽スポーツ広場に集合！
※詳しくは広報にしはら９月号をご覧下さい

受付　午前 9：00～9：30

　　　　　　　　　　　　　9：30～9：40

○町長あいさつ　西原町長　新垣　正祐

○オープニングアトラクション

　　　　　　　　　　　　　9：45～10：05

食育キャンペーン優秀作品の表彰

○標語・ポスター部門（小学生・中学生）

○朝食レシピ部門（学生・一般）

審査員代表による講評

　　　　　　　　　　　　　10：10～12：00

○パネリストによる実践報告

・保育の立場から

　愛和保育園

・幼稚園の立場から

　善隣幼稚園

・地域・生産者の立場から

　西原町生活研究会

・企業の立場から

　エスカル・クッキングスタジオ（安谷屋純一氏）

○コーディネーターによるパネリストとのディ

　スカッション

○コーディネーターによる本日のまとめと会場

　からの質疑応答 ※コーディネーターは来月号でお知らせします

　　　　　　　　　　　　　12：10～13：00

家庭でできるプランター菜園講習会

JAおきなわと農家の方による実演・講習

※作物については来月号でお知らせします

　　　　　　　　　　　　　13：00～

開会セレモニー

食育キャンペーン表彰

食育フォーラム

プランター菜園講習会

閉会のあいさつ

休憩　10：55～11：05

健康衛生課　☎ 945-5013（内 163～166）　FAX　945-6551

産　業　課　☎ 945-4540（内 403）　　　  FAX　945-4580
【お問い合わせ】
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役場内パソコン室 オープンカレンダー

日

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

月 火 水 木 金 土

※機器のメンテナンス等により日程は変更されることがあります。

塗りつぶし の部分はお休みです

午前

体育の日

午後

パソコンを利用した自己学習の場として、インターネット・

ワープロ・表計算ソフトなどが無料で利用できます。

☆利用申請：パソコン室利用申請書を提出

☆利用時間：平日午前９時～午後４時 30 分

　　　　　　【正午から午後１時を除きます】

☆利用対象者：西原町民、又は西原町へ通勤・通学している方

☆場　　所：地域情報センター（第３庁舎１階）

お問い合わせ

財政課  電算係

TEL：945-5029

FAX：835-8166

第三庁舎
第五庁舎

本庁舎第
二
庁
舎

第
四
庁
舎

パソコン
ルーム

入口

正面
入口

　
沖
縄
の
短
い
秋
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
過
ご
し
や
す
い
時
間
を
使
っ
て
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
秋
に
し
ま
す
か
？
　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

食
欲
の
秋
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
読
書
の
秋
も
お

忘
れ
な
く
！！

　
さ
て
、
今
回
の
町
史
だ
よ
り
で
は
、
現
在
編

集
作
業
を
進
め
て
い
る
『
西
原
町
史
』「
西
原

村
戦
後
新
聞
記
事
目
録
（
仮
題
）」
か
ら
、
一

九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
〜
一
九
四
六
（
昭

和
二
十
一
）
年
八
月
（
一
年
間
）
の
新
聞
記
事

見
出
し
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

【
見
出
し
表
に
つ
い
て
】

①
見
出
し
は
、『
縮
刷
版
　
う
る
ま
新
報
　
第

　
１
巻
』（
不
二
出
版
　
発
行
）
よ
り
西
原
に

　
関
係
す
る
記
事
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
す
。

②
漢
字
は
旧
漢
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
て
使
用

　
し
て
い
ま
す
。

③
見
出
し
の
後
に
（
　
　
）
を
付
け
、
内
容
を

　
補
足
し
て
い
ま
す
。

　「
市
域
と
人
口
」
の
記
事
で
は
、
そ
の
当
時

の
区
割
り
と
人
口
が
記
さ
れ
て
お
り
、
西
原
村

は
古
謝
市
に
入
っ
て
い
ま
す
。
古
謝
市
（
胡
差

市
と
も
記
さ
れ
た
）は
、一
九
四
五（
昭
和
二
十
）

年
九
月
か
ら
同
年
十
二
月
に
米
軍
政
府
が
制
定

し
た
難
民
収
容
地
区
で
し
た
。
一
九
四
五
（
昭

和
二
十
）
年
九
月
に
地
方
行
政
緊
急
措
置
要
綱

が
公
布
さ
れ
て
市
制
を
施
行
し
、
西
原
村
は
同

年
十
月
に
宜
野
湾
村
、
浦
添
村
、
中
城
村
、
北

谷
村
、
読
谷
山
村
、
越
来
村
と
と
も
に
古
謝
市

に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
避
難
民
の
移

動
が
始
ま
り
、
同
年
十
二
月
に
市
制
は
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。「
コ
ザ
地
区
の
村
長
に
聞
く
」

で
は
、
収
容
地
区
か
ら
帰
還
し
た
村
々
の
村
長

の
抱
負
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
西
原
村
長
玉
那

覇
良
信
氏
は
、
皆
元
気
で
村
の
建
設
は
順
調
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。「
西
原
の
移
動

近
く
完
了
」
の
記
事
で
は
、
西
原
村
の
住
居
が

近
く
完
了
し
、
近
日
中
に
各
収
容
地
区
か
ら
我

謝
、
棚
原
、
幸
地
へ
の
集
団
移
動
が
は
じ
ま
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
聞
記
事
か
ら
当
時
の
西
原

村
の
人
々
の
動
き
が
分
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

あ
の
時
代
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
？
と
調
べ
た
い

と
き
に
新
聞
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

※
見
出
し
　
　
新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
内
容
の
要
点
が

ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
、
本
文
の
前
に
つ
け
た
短

い
語
句
〔
活
字
が
本
文
よ
り
大
き
い
〕

【
参
考
文
献
】　『
縮
刷
版
　
う
る
ま
新
報
　
第
１
巻
』

（
不
二
出
版
発
行
）
／
『
地
方
自
治
七
周
年
記
念
誌
』（
沖

縄
市
町
村
長
会
発
行
）
／
『
コ
ザ
市
史
』（
コ
ザ
市
発
行
）

／
『
沖
縄
県
の
地
名
』（
平
凡
社
発
行
）
／
『
新
明
解

国
語
辞
典
　
第
四
版
』（
三
省
堂
発
行
）

『
西
原
町
史
』
発
刊
に
向
け
て
⑥

じ
ょ
う
よ
う

ほ  

そ
く

く
　
わ

こ
　
じ
ゃ

こ
　
ざ

な
ん 

み
ん
し
ゅ
う
よ
う 

ち
　
く

ち  

ほ
う
ぎ
ょ
う
せ
い
き
ん
き
ゅ
う 

そ
　 

ち  

よ
う 

こ
う

ほ
う  

ふ

け
い 

さ
い

き  

か
ん

１
９
４
５
年 

11
月
７
日

１
９
４
６
年 

１
月
16
日

１
９
４
６
年 

４
月
10
日

１
９
４
６
年 

６
月
28
日

１
９
４
６
年 

７
月
19
日

１
９
４
６
年 

８
月
２
日

月
　
日

市
域
と
人
口

通
信
部
よ
り
（
通
信
部
で
郵
便
物
を
保
管
中
）

市
町
村
長
任
命
（
西
原
村
　
玉
那
覇
良
信
）

コ
ザ
地
区
の
村
長
に
聞
く
／
今
や
我
が
村
に
暮
ら
す
う
れ
し
や

コ
ザ
地
方
総
務
解
消

西
原
の
移
動
近
く
完
了

見
　
出
　
し

西原町立図書館 町史編集係では、町内に関する資料の収集を行っています。

資料収集にご協力ください！

＜主な収集資料＞

・写真（古写真、人物、風景、まつり、町行事）　・地図　　　　

・辞令書　　・文書　　・石碑　　・沖縄関係新聞資料

このような資料がありましたら、

　　　　　　　　　　　　西原町立図書館 町史編集係までご一報ください。

大正末期ごろの家族写真

（呉屋亀三氏 提供）

　
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
「
多
重
債
務
問
題

対
策
本
部
」
か
ら
今
年
４
月
、
つ
い
に
「
多

重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
決
定
。

そ
れ
に
基
づ
く
速
や
か
な
施
策
、
実
行
を
よ

り
具
体
的
に
記
し
た
市
町
村
窓
口
向
け
の

「
多
重
債
務
者
相
談
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
冒
頭
に
は
、
相
談
の
心
構
え

と
し
て
「
安
心
し
て
話
せ
る
」
窓
口
で
あ
る

こ
と
。
そ
し
て
職
員
、
相
談
員
一
人
一
人
の

熱
意
が
地
域
の
多
重
債
務
者
を
救
う
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。（
当
然
の
こ
と
？
）
国
が
こ

こ
ま
で
徹
底
し
た
取
組
み
に
至
る
ま
で
、
ず

い
分
と
時
間
が
か
か
っ
た
。
サ
ラ
金
三
悪

（
高
金
利
、
過
剰
融
資
、
悪
質
な
取
立
て
）

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
か
つ
て
テ
レ
ビ
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

は
、
サ
ラ
金
の
親
し
み
や
す
さ
に
大
い
に
貢

献
し
た
。
子
供
（
将
来
の
お
客
様
）
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
全
国
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
繰

り
返
し
流
さ
れ
た
「
可
愛
い
チ
ワ
ワ
シ
リ
ー

ズ
」
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
。
他
社

も
有
名
芸
能
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
出
演
さ

せ
、
借
金
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
を
図

る
。
さ
ら
に
借
り
易
さ
へ
の
き
わ
め
つ
け
は

「
誰
に
も
会
わ
ず
に
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
」
と

謳
っ
た
自
動
契
約
機
の
登
場
で
、
サ
ラ
金
業

界
は
繁
栄
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
一
方
で
、

借
金
苦
か
ら
の
家
庭
崩
壊
、
一
家
離
散
、
自

殺
（
平
成
15
年
６
月
南
風
原
町
で
の
母
娘
無

理
心
中
）
と
全
国
各
地
で
起
こ
っ
た
。
悪
質

な
取
り
立
て
の
脅
迫
電
話
も
こ
の
頃
で
「
腎

臓
売
れ
、
目
玉
売
れ
」
と
多
重
債
務
者
を
と

こ
と
ん
追
い
つ
め
た
。
当
時
は
行
政
の
多
く

も
、
借
金
問
題
は
個
人
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
て
い
た
頃
。
多
重
債
務
者
本
人
も
自
ら
招

い
た
借
金
に
払
え
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
「
助
け
を
求
め
ら
れ
る
」
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
業
者
の
過
酷
な
取
り
立
て
に
も
「
返
せ

な
い
自
分
が
悪
い
」
と
自
身
を
責
め
、
追
い

つ
め
ら
れ
て
い
く
中
で
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ

て
来
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
相
談
室
に
た
ど

り
着
い
た
人
々
に
「
な
ぜ
サ
ラ
金
被
害
」
な

の
か
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ

か
ら
債
務
手
続
き
に
向
か
う
相
談
者
の
心
の

発
奮
を
促
す
場
面
も
多
々
あ
っ
た
。
そ
の

間
、
貸
金
業
法
は
法
改
正
が
着
々
と
進
み
、

一
早
く
ヤ
ミ
金
罰
則
強
化
が
図
ら
れ
る
。
金

利
規
制
も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
撤
廃
、
過
剰
貸

付
の
禁
止
は
、
こ
の
先
３
年
後
を
目
途
に
完

全
施
行
と
な
る
。
裁
判
所
で
の
判
例
も
次
々

と
借
り
手
救
済
の
判
決
が
下
さ
れ
、
か
つ
て

の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
今
、
過
払
い
金
返

還
請
求
訴
訟
と
し
て
全
国
各
地
の
裁
判
所
に

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
国
の
施
策
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

西
原
町
の
相
談
窓
口
で
は
こ
れ
ま
で
も
国
の

推
進
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
添
っ
た
対
応
が
さ

れ
て
来
た
。
今
回
の
国
の
動
き
に
よ
り
、
全

国
規
模
で
多
重
債
務
問
題
が
今
ま
で
以
上
に

周
知
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
。

※

ふ
っ
し
ょ
く

は
っ 

ぷ
ん
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年
休
代
替
幼
稚
園
業
務
嘱
託
員

の
募
集
に
つ
い
て

秋
の
行
政
相
談
日

第
７
回
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

テ
レ
ビ
の
映
り
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

愛
の
贈
り
物

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護

制
度
運
営
審
議
会
委
員
募
集
！！

11
月
１
日
か
ら
国
税
に
つ
い
て
の

ご
質
問
は「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

で
お
答
え
し
ま
す

西
原
町
戦
没
者
追
悼
式
の

お
知
ら
せ

小
那
覇
・
東
崎
地
域
の

　
事
業
所
へ
の
お
知
ら
せ

西
原
町
文
化
協
会

　
　
第
９
回
合
同
展
示
会

自
動
車
の
点
検
・
整
備
の

　
確
実
な
実
施
に
つ
い
て

10
月
か
ら
母
子
父
子
家
庭
等

の
医
療
費
助
成
が
一
部
変
更

に
な
り
ま
す

町
・
県
民
税（
３
期
分
）は

10
月
31
日（
水
）が
納
期
限
で
す

広報にしはら　No.428. H19.10.1（18）

【
対
象
】
西
原
町
に
住
所
を
有
す
る

者
で
幼
稚
園
教
諭
免
許
及
び
保
育

士
資
格
保
持
者
　

【
受
付
及
び
提
出
書
類
】 

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）ま
で
の
間
。

◎
自
筆
履
歴
書
１
通(

写
真
を
貼
っ

た
も
の
）
、
免
許
・
資
格
保
持
者
は

写
し
を
添
付
し
て
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
】

西
原
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

☎
９
４
５
・
３
６
５
５（
内
線
５
０
３
）

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、期
限
内

納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

税
務
課
　
徴
収
・
収
納
係

☎
９
４
５
・
４
７
２
９（
内
線
１
４
４
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
６
０
８
６

　
10
月
15
日
〜
21
日
は
行
政
相
談

週
間
で
す
。

　
行
政
相
談
は
国
か
ら
委
託
や
補

助
を
受
け
て
、
県
や
市
町
村
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
年
金
、
医
療
保

険
、
戸
籍
、
福
祉
、
道
路
、
雇
用
保

険
、
登
記
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
日
時
】
10
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
ま
で
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）

【
場
所
】西
原
町
役
場 

第
２
会
議
室

【
行
政
相
談
委
員
】

大
城
恵
子
、平
良
ヨ
シ
江

【
お
問
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
　
広
報
係

☎
９
４
５
・
４
５
３
３（
内
線
２
１
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
６
０
８
６

【
総
務
省
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所

の
行
政
苦
情
１
１
０
番
】

☎
８
６
７
・
１
１
０
０

☎
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１
０

　
西
原
町
字
小
那
覇
・
東
崎
地
域

は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
産
業
高
度
化
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
立

地
し
た
企
業
（
事
業
所
）
は
左
記
の

と
お
り
固
定
資
産
税
一
部
課
税
免

除
等
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
業
種
】

製
造
業
等

：

製
造
業
、
道
路
貨
物
運

送
業
、
倉
庫
業
、
こ
ん
包
業
及
び
卸

売
業

産
業
高
度
化
事
業

：

事
業
者
の
産
業

高
度
化
に
特
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
業
種
と
し
て
政
令
で
定
め

る
も
の
（
デ
ザ
イ
ン
業
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
、
機
械
設
計
業
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
、
自
然
科
学

研
究
所
等
）

【
優
遇
措
置
】

　
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備
（
取

得
価
額
の
合
計
が
１
千
万
円
を
超

え
る
も
の
）
を
新
設
又
は
増
設
し

た
場
合
、
そ
の
建
物
や
機
械
等
及

び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
に
対
し

て
課
さ
れ
る
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
５
年
間
課
税
が
免
除
さ
れ
ま

す
。（
な
お
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
土

地
の
取
得
か
ら
１
年
以
内
に
建
物

の
建
設
着
手
が
あ
る
こ
と
が
課
税

免
除
の
要
件
と
な
り
ま
す
。）

　
た
だ
し
、
建
物
と
土
地
の
全
部

が
課
税
免
除
対
象
と
な
る
の
で
は

な
く
、
建
物
は
生
産
施
設
部
分
（
会

議
室
等
の
非
生
産
施
設
を
除
く
）

が
、
土
地
は
そ
の
生
産
施
設
の
垂

直
投
影
部
分
が
課
税
免
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

☎
９
４
５
・
４
７
２
９（
内
線
１
４
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
６
０
８
６

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
母
子
及

び
父
子
家
庭
等
に
対
し
て
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
き
ま
し
た

が
、
10
月
１
日
か
ら
県
の
制
度
改

正
に
伴
う
要
綱
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
助
成
事
業
の
内
容
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

①
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が

発
生
し
て
い
た
母
子
世
帯
等
に
つ

い
て
は
、
施
設
入
所
中
の
児
童
の

医
療
費
も
新
た
に
本
事
業
対
象
に

含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

②
入
院
時
の
食
事
負
担
が
助
成
対

象
外
と
な
り
、
本
人
負
担
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
代
わ
り
入
院
１
日

に
つ
き
発
生
し
て
い
た
一
部
自
己

負
担
分
が
な
く
な
り
、
公
費
負
担

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
時
の

食
事
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て

は
、
12
月
１
日
よ
り
実
施
い
た
し

ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

福
祉
課
　
児
童
福
祉
係

☎
９
４
５
・
５
３
１
１（
内
線
１
２
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
４
・
６
５
５
１

　
当
町
で
は
今
次
大
戦
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
恒
久

平
和
を
願
っ
て
、
平
成
19
年
西
原

町
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま

す
の
で
、お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
26
日（
金
）午
後
２
時

【
場
所
】
西
原
の
塔
（
西
原
町
字
翁

長
在
）

【
お
問
合
わ
せ
】福
祉
課
　
援
護
係

☎
９
４
５
・
５
３
１
１（
内
線
１
２
７
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
４
・
６
５
５
１

【
日
時
】
10
月
26
日
（
金
）
〜
28
日

（
日
）
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30

分（
最
終
日
は
午
後
５
時
）

【
場
所
】
西
原
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
　
＊
入
場
無
料

【
展
示
内
容
】
写
真
、
書
道
、
美
術
工

芸
、華
道
、茶
道（
呈
茶
席
）

【
お
問
合
わ
せ
】
西
原
町
文
化
協
会

（
中
央
公
民
館
内
・
団
体
室
）

☎
９
４
６
・
６
６
５
７

　
自
動
車
使
用
者
の
皆
様
に
は
、

自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
交
通
事

故
や
公
害
の
防
止
を
図
る
必
要
か

ら
、
適
切
な
保
守
管
理
及
び
点
検
・

整
備
の
実
施
が
義
務
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
自
動
車
使
用
者
の
皆
様
に
自
動

車
の
点
検
・
整
備
を
確
実
に
実
施

し
て
頂
く
た
め
、
９
月
か
ら
10
月

ま
で
を
自
動
車
点
検
整
備
推
進
強

化
月
間
と
し
て
「
自
動
車
点
検
整

備
推
進
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部

車
両
安
全
課
整
備
係

☎
８
６
６
・
０
０
３
１（
内
線
２
２
７
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
６
０
・
２
３
６
９

【
日
時
】
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

【
場
所
】
東
部
消
防
署
構
内
（
与
那

原
中
央
病
院
向
か
い
）

【
参
加
対
象
】
西
原
町
、
与
那
原
町
、

南
風
原
町
、
南
城
市
在
住
の
小
学

生
の
親
子
２
０
０
名

【
内
容
】
放
水
体
験
、
は
し
ご
車
、
展

示
訓
練
、
救
急
法
等
（
か
き
氷
、
カ

レ
ー
有
り
無
料
）

【
受
付
期
間
】
10
月
１
日
（
月
）
〜
11

月
２
日
（
金
）
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で

＊
保
険
料
１
０
０
円
持
参
で
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

☎
９
４
５
・
２
２
０
０

　
10
月
は
「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

月
間
」で
す
。

　
受
信
障
害
と
は
建
造
物
、
電
気

雑
音
、
不
法
無
線
局
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

の
受
信
に
障
害
を
与
え
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
受
信
障
害
に
つ
い
て

は
「
沖
縄
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協

議
会
」
ま
た
は
「
放
送
局
」
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
】

沖
縄
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協
議
会

☎
８
６
５
・
２
３
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
６
５
・
２
３
１
１

　
東
部
消
防
組
合
で
は
、
情
報
公

開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度

を
運
営
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
町

民
の
参
加
を
求
め
ま
す
。
そ
こ
で

「
東
部
消
防
組
合
情
報
公
開
及
び

個
人
情
報
保
護
制
度
運
営
審
議

会
」の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

【
公
募
人
数
】６
名

【
応
募
要
件
】

（
１
）両
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
　

（
２
）
18
歳
以
上
で
与
那
原
町
、
南

城
市
、
南
風
原
町
、
西
原
町
に
在
住

す
る
者

【
報
酬
及
び
費
用
弁
償
】

日
額
４
，０
０
０
円
、

費
用
弁
償
１
，３
０
０
円

【
応
募
方
法
】（
１
）
両
制
度
に
つ
い

て
の
意
見
・
考
え
方
（
応
募
の
動

機
、
自
己
紹
介
、
自
己
ア
ピ
ー
ル

等
）
を
レ
ポ
ー
ト
用
紙
な
ど
に
書

い
て
提
出
。※

８
０
０
字
以
内

（
２
）
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職

業
・
連
絡
先
・
電
話
番
号
を
記
入
。

（
３
）
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
に

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
締
切
日
】11
月
９
日
（
金
）
午
後
５

時
必
着

【
結
果
通
知
】
応
募
者
全
員
に
文
書

で
通
知

【
応
募
宛
先
・
お
問
合
わ
せ
】

〒
９
０
１
│

１
１
０
３

南
風
原
町
字
与
那
覇
２
２
６
番
地

東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

☎
９
４
５
・
２
２
０
０

　　「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ

れ
、
11
月
１
日
か
ら
は
、国
税
に
つ
い

て
の
ご
質
問
は
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」で
お
答
え
し
ま
す
。そ
れ
に
伴

い
、税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
、
11
月

１
日
か
ら
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
・
９
１
８
・
１
１
０
１
　

町
立
図
書
館
へ

字
小
那
覇
１
４
３
８
番
地
１

㈱
石
川
酒
造
場
（
代
表
取
締
役
社

長
・
石
川
信
夫
）
様
か
ら
、
図
書
館

開
館
記
念
と
し
て
古
酒
３
年
も
の

１
斗
酒
壺

　
広
報
に
し
は
ら
８
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
『
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
で
の
固
定
資
産

税
減
額
に
つ
い
て
』
の
居
住
者
用

件
で
、『
50
歳
以
上
の
者
』
と
掲
載

し
ま
し
た
が
、『
65
歳
以
上
の
者
』

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
期

第
四
期

町
県
民
税

固
定
資
産
税

10
月
31
日

12
月
25
日

平
成
20
年

１
月
31
日

平
成
20
年

２
月
29
日

納
期

税
目

お
詫
び
と
訂
正

坂田工業
工 場 〒903-0117 西原町字翁長559－1
TEL・FAX（098）945-5003

軽量鉄骨・鉄格子・門トビラ

手すり・フェンス工事・遊具工作

出張溶接・その他一切

営 業 種 目
楽しいパソコン教室

初心者OK！初心者OK！

楽しい英会話教室

〒903-0126　沖縄県中頭郡西原町棚原809-3
☎098-944-7535

講師は全員外国人

先生とお友達感覚で

楽しく会話のレッスン！

* 幼児 ～ 大人 *

ひとりひとりに合わせたカリキュラムで

親切丁寧に個別にお手伝いします

～ 趣味から資格まで ～

（検定試験会場認定校）





10月7日（日）      

10月7日（日）      

10月14日（日）      

10月9日（火）  14：00～      

10月18日（木）～10月20日（土）      

毎週火曜日　10：30～      

10月10日(水)  10：00～13：00      

10月13日(土)  14：00～15：00      

10月27日(土)  14：00～15：00      

10月6日（土） 15：00～17：00      

10月20日(土) 14：00～17：00      

10月26日(金) 10：30～17：00      

（23）広報にしはら　No.428. H19.10.1 広報にしはら　No.428. H19.10.1（22）

イチャリバチョーデ
ー

新
しい
風、生涯学習

催 
し 

物 

案 

内

※詳しい内容については、各連絡先へお問い合わせ下さい！

生涯学習だより
生涯学習のマスコット「マナビィ」
デザイン　石ノ森 章太郎

　親子しっくいシーサーづくり（主催：西原町青少年健全育成協議
会）が８月19日（日）、西原南小学校ピロティで行われ、町内の親子約
60人が参加しました。
　わにや耕房（北中城村）の比嘉 和行 さんを講師に迎え、瓦のかけ
らとしっくいを使い、ユニークでオリジナルなシーサーをつくり、楽し
く親子の交流を図りました。

　第22回中頭地区「少年の主張大会」（主催：中頭地区青少年育成市町村民会議）が９月７
日（金）に中頭教育事務所にて行われた。中頭地区各市町村代表の12名が、それぞれの学
校や生活の中で感じたことをテーマに熱い主張を繰り広げた。会場には各代表を応援しよ
うと、多くの関係者が詰め寄せ、熱い主張に聞き入った。
　西原町からは、西原東中学校３年生の城間 望（のぞみ）さんが「夢の花よ、咲きほこ
れ！」と題して、なぎなた競技との出会いや先輩や仲間との出会いをきっかけに、つらい練
習にも積極的に取り組み全国大会で優勝できたときの感激と大切なのは「あきらめないこ
と」と主張し、見事『優秀賞』に輝き、９月27日（木）に行われる県大会へのキップを手にし
た。
　最優秀賞は沖縄市代表、美里中学校３年生長嶺 彩葉（いろは）さんの、「あなたに出会え
て良かった」でした。

親子手づくり交流会 ～親子で楽しく「しっくいシーサーづくり」～親子手づくり交流会

平成20年成人式「成人への決意」発表者求む！
～一生に一度の成人式あなたの決意聞かせて下さい！～

平成20年成人式「成人への決意」発表者求む！
～一生に一度の成人式あなたの決意聞かせて下さい！～

第22回中頭地区「少年の主張大会」西原東中3年生  城間  望さん 優秀賞！！第22回中頭地区「少年の主張大会」西原東中3年生  城間  望さん 優秀賞！！

～親子で楽しく「しっくいシーサーづくり」～

町教育委員会では、来る成人式での「成人への決意」発表者を下記のとおり募集します。
【募集対象】　西原町在住の新成人（昭和６２年４月２日～昭和６３年４月１日生まれ）の方
【募集人数】　１名（応募者複数の場合は、教育委員会で選考します）
【応募方法】　スピーチ原稿（８００字）以内を添えて、教育委員会 生涯学習課へ申込
【申 込 先】　西原町教育委員会 生涯学習課　（℡　945-5036）

公民館講座事業報告公民館講座事業報告

平成19年度西原町少年少女リーダー学級！！（報告）平成19年度西原町少年少女リーダー学級！！（報告）

【西原まつり特別夜間巡回指導実施！】（10月20日・21日）【西原まつり特別夜間巡回指導実施！】（10月20日・21日）

　町内の親子を対象に、ペーパークラフ
ト・おもしろ科学実験・指笛教室・絵画
教室の４講座を開催しました。
　延べ158名の親子が参加し、夏休みの
良い思い出となりました。

　６月７日から８月30日まで全10回にわた
り開催された日本舞踊講座が修了しまし
た。講師の若柳 喜之介（新川 愛子）先生の
指導の下、日舞の基礎から学びながら一曲
を完成させました。今後はサークル「日本舞
踊 梅の会」として活動を継続していきます
ので、興味のある方はどうぞご参加下さい。

　７月５日から始まった「要の操法と五導
術講座」が、９月６日に修了式を迎えまし
た。誰でも無理せず行える運動法で健康
的な体づくりを学びました。引き続き大城 
清子先生に講師をお願いし、サークルとし
て活動していく予定です。

～夏休み親子講座～ ～日本舞踊講座～ ～要の操法と五導術講座～

　平成１９年度西原町少年少女リーダー学級が８月15日（水）～８月22日（水）（５日間）で開催され、町内小学５～６年生、26名の児
童が参加しました。リーダー学級では、リーダーの心得・危険予知トレーニング、戦争・環境学習、県立石川少年自然の家での野外
活動（登山）などを学習しました。
　参加した児童からは、「リーダーの大切さが分かった」、「リーダー学級でいろいろ学べた。これから地域や学校で役立てたい！」
などの声（感想）がありました。




